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〈算 数 科 共 通 研 究 主 題 〉

数 学 的 な考 え 方 を育 て るた め の指 導 の工 夫
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〈概 要 〉

本年度 は,算 数教育の さ らな る充実 ・発展 を目指 して,教 育課程実施上 の課題 となる内

容を取 り上 げ,児 童が個性を発揮 し,自 ら主体的 に活動す る授業の在 り方 を追究 した。 ま

た,新 しい学力観 に立 った授業の具現化を 目指 して,授 業研究 を通 して研 究を進 あた。

研究を進 あるに当た って は,5分 科会を編成 し,各 領域の課題や特性 と関連 付けて,豊

か な数の概念を育て るたあの活動の在 り方,目 的に応 じて測定す る能力を育て る指導,具

体的 な操作を通 して図形の概念を深め る指導,式 をよむ活動 を重視 した立 式指導,自 ら考

え意欲的 に取 り組む児童の育成を 目指 した電卓 ・コンピュータの活用を視点に,「 数学 的

な考え方を育て る指導」 にっいて実践を通 して追究 した。
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[1豊 かな数の概念を育てるための活動の工夫
1研 究のね らい

算数教育の 中心的なね らいは,「 物 事を論理 的に とらえた り,創 造的 にと らえた りで きる

能力や態度を育て ること」であ る。そのね らいに迫 るためには,一 人一人の児童が,こ れ ま

で に学んだ り経験 した り したことを基 に して,新 しい課題 に進んでかかわ り,自 ら考え判断

し,表 現 しなが ら思考を深めてい くとい う活動 を基本 とした学習の成立が大切であ る。

また,数 の概念 は与え られ身 に付 くものではない。 児童 自身が知 りたい,見 付けたい,確

か めたい とい う目的があ り,そ れを達 成す るために自分 自身で方法を考えた り工夫 した りす

るとい う活 動を通 して,自 ら構成 し獲 得 してい くもので ある。

そ こで,本 研究では,数 の概念を育成 してい くためには,活 動が重要な意 味を もつ とい う

ことを明 らか に し,有 意義な活動が成 立す るための教師の役割を明確にす ることによ って授

業の改善を図 りたい と考えた。

H研 究の仮説

活動の意味や 目的を明確 に し,児 童が主体的に数 にはた らきか けることがで きるよ うに工

夫すれば,数 の概念が豊か に育つ。

皿 児童の実態か らとらえた活動 の意義(第2学 年 「1000までの数」の実践 よ り)

ここでは,マ スを 自由に切 り,224を 数えて表現 する とい う学習を行 った。 そ して,そ こ

での活動を観察 し,児 童 の変容を明 らかにする ことを通 して,数 の概念を育成す る上で,活

動が どんなはた らきをす るかについて考察 した。

1
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(a)まずA児 は,1マ ス ご と に数字 を 書 き込 み

な が ら224を 数 え よ う と した 。 しか し,31ま で

書 き込 ん だ と ころ で一 度 立 ち止 ま り 「面 倒 だ な 」

とつぶ や い た。(b)そ して,今 度 は1Gず っ ま とめ

て100ま で数 え た。 さ らに立 ち止 ま り,「100

を切 らな いで 作 れ な い か な 」 と言 い,(c)1マ ス

を1・ ・とみ て その1を25と して224を 表 した。

数え るとい う活動を通 して,で きるだ け手間

を省 こうと工夫 した ことが,十 進位取 り記数法

の原理 を見いだす きっかけ にな った と言え る。
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この よ うに,児 童 自身が実 際に数え なが ら数を表現す る活動 は,児 童 自 らが数の見方 を広

げ抽象 して と らえ られ るよ うにす るために重要な役割 を果たす と言え る。

IV本 研究 にお ける活動 の とらえ方

本研究で は,活 動を 「主体 的に数 にはた らきかけ,目 的を もって操作す る一連 の行動」 と

とらえた。そ して,数 の概念 は,そ の活動を通 して児童 自身が漸次獲得 し,豊 かに して い く

ものであ ると考えた。

さ らに,活 動の 目的を明確 にす るために,以 下 に示す6っ の視点か ら活動を分類 して と ら

え,授 業 に位置付け ることに した。(本 研究で は特 に(1)～(4)に焦点を 当て る)

(1)数え る活動,(2)大 小を比べ る活動,(3>1つ の数を他の数 と関連付けてみ る活動,(4)数 を

言葉 と数字で表す活動,(5)測 る活動,(6)計 算す る活動

V本 研究 における数 の概念の とらえ方

本研究で は,活 動の意味を明確にす るために数の概念を,「q)具 体物 を基礎 とす る数の概

念,(2)命 数法を基礎 とす る数の概念」の2っ に分けて とらえ ることにする。

これ らの数の概念が育 って いるとい うこ とは,以 下 のよ うな児童の姿 か らと らえ ることが

で きる。(1>について は,数 を数え る,順 序数 と集合数の区別をす る,数 の増減が分か る,数

の合成分解がで きる,数 の大 きさを直観 的にっかめ るな どで ある。(2)について は,命 数法 ,

記数法な どの原理が分か る,数 の系列が分か る,四 則計算で数が使えるなどであ る。

VI学 習指 導の実 際

1単 元名 大 きな数(第4学 年)

2単 元の 目標

億や兆 な どの単位を知 らせ,整 数の命数法,記 数法 にっいての理 解を深 めるとともに億や

兆を単位 に して,大 きな数について も四則計算がで きるよ うにする。

3本 単元 で育て たい数の概念

(曽

。。螺 舗 籍 撰 倍llの 関係であること・さらにそのとなりの位どうしが

(b)任 意の位を とった時,上 記(a)の関係が分か ること。(ど こをと って も,2っ 右の位の100

倍や左隣の位の110にな ・ているな』)

(c)万 進法の仕組みが分 かる こと。

(d)10個 の数字があれば,ど ん な大 きさの数で も表す ことがで きること。

4本 時で期待 したい活動

本時で は,位 取 り表の中に○を書 くとい う活動 を取 りr .げる。 この活動を通 して,一 兆 は

一千万が10個 とみた り
,一 万が1億 個 とみた りす るな ど,単 位 となる他の数 と関連付 けて表

せ ないか と考え ることがで きるようにす る。 そ して,と な り合 う位 どう しの関係 や,位 の位

置 によって数の大 きさが変 わることに気付 くことがで きるよ うにす る。

この よ うに本時では,主 として上記IVに おける(3)の1っ の数を他の数 と関連付 けてみ る活

動を通 して大 きな数 を とらえ ることがで きるよ うにす る。すなわ ち,十 進位取 り記数法の原

理を一般化 して とらえた り,あ る位 との関係 に着 目 して数の相対 的な大 きさにっいて理解 し

た りす ることがで きるよ うにす る。そ して,上 記Nに おける(4)の数を言葉 と数字で表す活動

へ と発展 させてい くこ とを期待す る。
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5本 時の目標(本 時4/8)
一兆より大きな数を一億や十億,百 億などを単位 として とらえることがで きるようにする。

6本 時の展開

学習課程

っ か む

主 な 発 問 ・学 習 活 動 教師の役割☆ ・活動の視点*・ 評価◎

立ち止ま

る

取 り組む

高あ合う

ひろげる

T:一 兆三千二十四億をっ くりま しよ う

一兆が 千億が 百億が1櫃 が 一億が

o COQ 100 0000

1個 3個
lo個1

2個 4個

T:0の 数を変えて も同 じ数を表す ことがで

きますか。

レ 副 千億が

1
百億が 十億が 一億が

ー

ー
l

l
」

1
11111111

1111!

00

1

0000

0個
1

13個

1
・剛 ・馴4個

I

T:ど うして そ う考えたのですか。1◎ 活動 の仕

C:一 兆 は,千 億が10集 まってで きて いる数

だか らです。

T:○ の数 を変えて,い ろいろな一兆三千二

十四億をっ くってみ ま しょう。

C:ワ ー クシー トに自分の考えを表す。

(以下 に示すA～Eの 類型 は,次 頁を参照)

C:初 あの位 と異なる位 を1っ 崩す。(A)

C:い くつかの位を同時 に,10個 ずつ崩 して

いる。(B)

C:と なりの位を一つ飛 び越 して100個 を崩1

す。(C)

rOで 表 さず数字 で表す 』

C:単 位を変え ることによ り,01っ を100

個 としたり1000個 と した りする。(D)

C:○ を一億 に集 める。(E)

☆左の表に○を書 き入れ,一

兆三千二十四億を表すとい

う課題が理解できるように

する。

*数 える活動

☆百億は,空 欄で0個 である

ことを確認する。

☆○の意味と表の仕組みが理

解できるようにする。

*数 を言葉と数字で表す活動

☆位が1っ 下がると○が10増

えることを理解できるよう

にする。

☆一人一人の活動の様子を把

握する。

1◎ 活動 の仕方が分か っているか。1概 ね満足 ………十億は 一億 が1Q個 ,千 億

は百億が10個 な どとい うよ うに次々

と考 える。

【助言の例】

・十億は一一億が い くつ集 まった数 ですか。

・1っ 右 にい くと,○ はい くっ増 え ます

か。

◎ いろいろな見方 で表 して いるか。

概 ね満足 ………○ を増 や した り減 ら した

りしなが ら,複 数 の方法を用いて次

々と考え る。

【助言の例】

1・ ○ を もっと増やすにはど うしますか。　

ト どこかの位を使わずに表せませんか。

T:ど ん娠 し方を したか嫉 しまし・う0☆ 多様轍 の見方ができるように倣

C:1っ 右 へい って10増 や し,ま た10増 や し

た。 そ した ら100増 え ま した。

C:一 億だけで表 しま した。

T:何 か気付いた ことはあ りませんか。

C:右 へい くほど○が増 える。

C:ど この位 も2つ 越す といつ も100増 える。

C:左 を増 やす と位に入 る○が少な くすむ。

【発問の例】
・1度 に2っ 越え るとい くっ増 えますか。
・○を増やすにはど うした らよいですか。
・本 当に正 しいか確かめてみ ま しょう。
・今 までの方法 とど こが違 いますか。
・他 にも違 う方法 はありますか。
・この方法 はどんな ところが よいですか。
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W事 例からの考察

1児 童の変容から見た活動の有効性

ワークシー トを分析 して児童の活動を,以 下に示す6っ に分けた。

A初 めの例 とは異 なる位を1っ 崩す(10倍,10分 の1で)

Bい くっかの位を 同時 に崩す(10倍,10分 の1で)

Cと な りの位 を飛 び越 して崩す(100倍,1000倍 な どで)

DO1つ を百 や千 とみ るな ど単 位を変 えて崩す

EOを1億 に集 めて崩す(10000倍 で)

【レベル1】AB

とな り合 う位を崩すだけに

留ま・ている。(1・ 齢 古

の関係 に気付 いてい る)

【レベル2】CDE

位を飛 び越 して,い ろいろ

な位を単位 として とらえ,数

～ 一 」 を 表 して い る
。

(1)レ ベル1の 活動 を繰 り返す ことによ って レベル2へ の変容が促せ る。

レベル1と レベ ル2を ク ロス 集 計 した 結 果 【欝 はB畷1

レベN1に留まっていた児童のBの薮 レベル2に至った児童のBの数

4

174'0

諦 隔
t

zss%

、9%315%

5104

5%5%

2

3090

%

0

02

胆10%

数字はBの数

レベ ル1に 留ま って いる児童 は、Bの 数が少な い。

逆 に レベル2に 至 った児童 は、Bの 数が多い。

レベル1は,一 見単純 な

活動の よ うに思われ る。 し

か し,児 童 はこの レベル1

の活動 を繰 り返 し行 うこと

によ って,自 らレベル2へ

と変容 し数の見方を広げて

いる。

単純 な活動を繰 り返 し行

うことによ って,児 童は 自

ら数の概念 を拡張 してい く

と言え る。

(2)レ ベ ル1と レベル2を 行 きっ戻 りっ した児童の様相

C

CZBBBBACCEDCCBC

C3BCBECD

左 に示す ように,児 童 は,活

動を通 して試行錯誤 して いる。

途 中で レベル2へ 変容 するが

再び レベル1へ 戻 る。 この こと

によって,自 分の考え方 を確 か

めた り,と らえ直 した りす るとともに,児 童 はさらに数の見方を広げる ことがで きた。

活動の時間を十分 に とることは,児 童が 自 ら数の概念 を拡張 してい くことに重要な意味を

もっ と言え る。

(3)レ ベル1の 活動 を何度 も繰 り返 し,レ ベル2へ 変容 した児童の様相

C4BBBBBBBBBB旦

普段は結果を早 く求めたがる

児童であるが,こ こでは,根 気

よく繰り返 し活動 している。

レベル1の 活動 を繰 り返 してい くうちに,一 億だ けにま とあて表せ るのではないか と思

いつ き最後に レベル2に 変容 した。

(4)一 見 レベル1に 留 ま って いるように見え る児童の様相
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結果 と しては,レ ベル1に 留 まって いるよ うに見え るが

C5BBBB2っ めが終わ った ころで,100倍 や1000倍 に気付 いた。

しか し,○ がかな り増え る とい うことに気付 き,○ をか く

ことが面倒 になり レベル2へ 変容する ことを 自 らやめた。

単位 を置 き換えて表す ことで,100個 書かな くて もよい ことに気付 かせるよ うな助言を

す ることによ って,レ ベル2へ の変容 を促す必要があ った と考え る。

2レ ベル1か ら レベ ル2へ 変容 したき っか け(36名 中27名 が変容 した)

自力で気付いた 《27名中自力で気付いた22名の回答》

①10倍 は10個増やせばよいことが分かり気付いた

②10倍 ができたか ら100倍 もしようと思 った

③ 他にも表せないかと考えた

④ ○を書いているうちに自然に気付いた

⑤ どこかの位だけで表せないかなと考えた

名

名

名

名

名

7
1

4

4

9
σ

∩乙

⑥ みんながおどろく方法を しようと思った

⑦ みんなに分かりやすい方法を しようと思った

名

名

他か らのはたらきかけで気付いた 《27名中5名 の回答》

① 友達のやり方を見て気付いた

② 友達と話 し合っていたら気付いた

③ 先生に助言 して もらって気付いた

④ 前に先生に教えてもらったことを思い出した

名

名

名

名

2

1

1

1

以上の ことか ら,レ ベル1か らレベル2へ 児童が自ら考えを進めていくためには以下のよ

うな教師の役割が重要であると言える。

3事 例か ら得た教師の役割

(1)活 動を反復することによって,数 の見方が広がっている。単純な活動の繰 り返 しにも意

味があることを認識 し,活 動の時間を十分に与えることが大切である。また,単 純な活動

でも興味をもって繰 り返すことができる教材を工夫する必要がある。

(2)児 童は,他 にも表 し方はないかと考えたことにより,新 たな見方を見いだしている。異

なる表 し方を促す発問や助言を工夫する必要がある。

(3)友 達の方法を知ったり,話 し合ったりしたことがきっかけとなって新たな見方を見いだ

している。友達との相互交流の機会を授業の中に設定するように配慮することは重要であ

る。

(4)み んなに発表することがきっかけで新たな見方を見いだしている。友達の存在を意識 し,

互いに学び合 っていることに気付かせるような情意的なはたらきかけを授業のなかで行 う

ことは大変重要である。

V｢[研 究の成果◎と今後の課題△

◎ 児童は,主 体的に活動に取り組むことにより,自 ら数の概念を獲得する。

◎ 活動の意味と目的,さ らに教師の役割を明確にすれば,数 の概念は豊かに育っ。

△ 数の範囲を広げ,小 数や分数の概念の育成についても明らかにする。
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圏 目 的 に 応 じて 測 定 す る 能 力 を 育 て る 指 導 の 工 夫

1主 題設定の理由

「量 と測定」領域の 目標 は,身 近 にある様 々な量 にっいて,そ の概念や用い方及び測定 の

原理 と方法 にっいて理解 で きるよ うにす る とともに,測 定にっいての能力を伸ばす ことであ

る。 その際,量 にっいて豊 かな感覚 を身 に付 け これを活用で きるよ うにす ること も大切 であ

る。

日常生活で量を測定 しよ うとす るとき,物 を作 る,包 む,ど こかに何かを入れ る,比 較 す

るなど必ず測定の 目的があ る。 ところが,「 量 と測定 」の学 習で は 「身の回 りの いろいろな

物 を測 って み よ う。 」 とい うよ うに,量 を測 る活 動 それ 自体 が 目的 とされ ることが多 く,

「何の たあ」の測定であ るのか とい うことにつ いて は,そ れほど意識 されて いないのが現 状

で ある。そ こで,具 体的な問題場面 と向き合わせ ることによ り,「 何の ための測定であ るか」

とい うことを意識 し,工 夫 して解決す る経験 を大切 にす る学習を設定 しようと考えた。 また,

同時 に課題解決 に必要な数学 的な考え方 や知識 ・技能を明確 に し,指 導方法を工夫 し,そ れ

らの定着を図 ることが大切 であ る。

児童の量感覚を養 い,目 的 に応 じて測定 する能力を育て ることは,今 後の情報化社会に対

応 して,多 くの情報の中か ら,目 的に応 じて適切 な情報を選ぶ能 力を育て ることと も深 く関

連す る大切 な内容で あると考え る。そ こで,本 分科会で は,こ の研究主題を設定 し,研 究の

視点 を 「長 さ ・広 さ ・か さ」 に絞 って研 究を進 めることに した。

II研 究のね らい

1「 目的 に応 じて測定す る能力」 とは何か明 らか にす る。

2主 題 に迫 る指導の在 り方を工 夫する。

皿 研究の仮説

測定の 目的を明確 に し,根 拠 を もって概測す る活動を豊富に行 わせ る ことによ り,目 的に

応 じて測定す る能力を育成す ることがで きる。

IV研 究の内容

1「 目的 に応 じて測定 す る」能力 にっ いて以下の4点 か らとらえ る ことに した。

(1)測 定す る量の種類を選ぶ ことがで きる。

同 じ事物の測定で も,目 的によ って測 る量が異な ることが ある。例えば,教 室の大 き

さを測 るとい う場合,教 室 の周 囲に椅子が い くっ並べ られ るかを知 りたいときは長 さを

求あ ることにな る。何 人分 の机が並べ られ るかを求め るときは面積を,倉 庫がわ りに物

を収納 したい ときは体 積を求 める ことになる。そ こで,ど の種類の量を測定す るのか判

断す ることが必要にな る。

② 自分の身の回 りの量 を基準 に し,概 測す ることがで きる。

机の幅や,教 室 の縦 の長 さなど,日 常 よ く目に してい る物 の長 さを聞 いてみ ると,実

際の数値 か らかけ離れ た長 さを言 う児童が多い。その多 くは,何 の根拠 ももっていない

児童で ある。

そ こで,量 を測 る際の基準 とな る自分な りの単位 にっ いての量感を身に付けている こ
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とが大切で ある。 そ うす る ことによって,測 る対 象の大 きさの見当をっけ,見 通 しを も

って測定す る ことがで きるようにな るもの と考 え る。例えば,テ ーブルの長 さを30cmの

もの さ しの い くっ分かで イメー ジ した り,指 を広 げて10cmの い くっ分 かで考えた り した

後 に,適 切 な方法で測定を進め ることな とが それ に当たる。

(3)単 位を選ぶ ことがで きる。

図工の作品を作 るため にmmま での細か い数値 まで必要 とされ る場合 もあれば,学 校か

ら家 までの距離を聞かれて,お よそ何十mあ るいは何百mぐ らいか分かればすむ場合 な

ど,目 的 に応 じて どこまでの単位 で測 り取 る必要があ るのか,適 切 に判断で きることが

大切であ る。また,測 定値 と して得 られ る数が扱 いやすい大 きさ となるよ うに単位を選

ぶ ことがで きることも必 要で ある。

(4)対 象 の大 きさや形状 に合 った計器を選択 し,測 定す ることがで きる。

測定 す る対象 の大 きさや形状及 び必要な精度 に応 じて,ど の計器で測定 した らよいの

か選択 で きることが大切で ある。 そ して,測 定の経験 を踏 まえて能率的,合 理的に測定

す ることので きる能力 を伸 ば したい。

2目 的に応 じて測定す る能力 を育て る学習過程

目的に応 じて測定す る能力 を育て るためには,学 習過程の 中に次の4点 を位置付けて,

それ らを意識 して指導 して い くことが重要である。

この学習過程を図 に した ものが下図であ る。

目的を把握す る

課題 を明確 に とらえ,測 定の 目的を

把握す る。

v

概測す る

自分 な りの単位を基 に して概測 し,

見通 しを もっ。

v

測定する

課題 に照 ら し合 わせ て適切 な計器や

単位 を選択 し,実 際に測定 を行 う。

目的に応 じて測定す る能力

↓

検討 ・修正す る

実測値 と概測値 を比較 し,測 定値や

測定 の方法 を検討 した り,概 測の基 に

した単 位の量感 を修正 した りす る。

測
蔵

検

討

定

す

勧

この学習過程を計画的 に設定す ることが大切 であ る。身 に付 いた量感 は,よ り確 かな も

の とな り,よ り正確 な概測がで きるよ うにな って くる。同時 に,測 定の 目的や測定 しよ う

とす る対象の大 きさに応 じて適 切な計器 及び単位 を選択で きるよ うにな り,測 定能 力 も高
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ま る もの と考え る。

3目 的 に応 じて測定す る能 力を育て るたあの指導 の工夫

(1)課 題 の工夫 にっいて

測 定の 目的を明確にす るため,測 定 す ることが必要 とな る具体的な問題場 面を設定す

るよ うに した。また,測 定場所 ・計器 ・単位 などを 目的 に応 じて選択 す るよ うに児童に

促す ことも大切 であ る。

(2)根 拠 を明 らかに した概測活動 について

日常生活 におけ る測定 では,概 測 を行 うことが多 い。それほ ど精密な測定値 が必要で

ない ときには,適 切 な概測 によ り目的 を達す ることがで きる。 実測値 の必要 な場 面で も,

概測 によ る見積 りを基 に して,適 切 な単位や計器を選ぶな ど,解 決 の見通 しを もっ こと

がで きる。 このよ うに計画の段階で,概 測を通 して問題解決へ の見通 しを もっ ことは,

目的に応 じた測定の ために大変重要で ある。 また,実 測の結果 にっいて も概測 の結果 と

比較 す ることで大 きな間違 いを防 ぐことがで きる。

量 を実測 す る際に児童 におよその量 を尋ね ると,実 際 とはかけ離れ た数値 を答 える児

童 が多 く見 られる。 これ は,適 切 な概測の方法を知 らなか った り,経 験が少 ないたあ概

測 の基 にする量 にっいて の感覚が育 って いないためであ る。 あ る量を基準 に してそのい

くっ分かでおよその量 をっかむ とき,量 感 を伴 って身 に付けてい る単位 があ ることが必

要であ る。 そ こで,概 測 をす る際に何 を根拠 に したのかを常に意識で きるよ うにす るこ

とによ り,概 測能 力を高め ることがで き ると考え た。概測の根拠について は,次 の四つ

の視点 で捉 えた。

① 実測 を通 して得 た基本単位 にっ いての量感

基本 の単位 を提示 した り,測 った り,作 ったりす る具体的な操 作活動 を通 して,基

本 の単位 を意識で きるよ うにす る。 そ して,実 測の経験か ら得たlcm・10cm・1m・

1c㎡ ・1㎡ ・1磁 ・1ぜ などの量感 を基 に して概測す る。

② 規定 された大 きさにっいて の知識

畳の寸 法や広 さ,戸 口の高 さや教科書の大 きさ,缶 ジュー スのか さな ど日常生活 の

中にあ る規定 された量 を基に して概測 す る。 また,校 舎の高 さが口mと か,ド ッジボ

ール コー トの面積が約2aな ど児童 の 日常生活の 中にある量 にっ いて知 らせ
,そ れを

基 に して概測す る。

③ 自分な りの単位

両手を広げた長 さや歩幅な どの身体の一部 や,児 童が普段使 って いるえん ぴつや消

しゴムな どを基 に して概測す る。

④ 体験によ り身 に付いてい る量

1kmを 歩 く時間や,1分 間歩いた距離 を基 に して概測す る。

(3)測 定にっいて

・ それぞれの計器の特 徴を多 くの実測体 験を通 して理解で きるよ うにす る
。

・ 概測 を基 に適 切な計 器を選択 す る機会を与え る
。

・ 学 習内容や活 動形態に応 じて
,用 意す る計器 の種類 や数 を工夫す る。 また,そ の提
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示の仕方 も工夫す る。

・ 測定 に当 たって は,活 動場所 と時間を十分 に保障す る。

・ 測定 に当 たって は,課 題を振 り返 り測定の 目的を考えるよ うに支援 し,い つで も目

的 に応 じて よ り正確 に測定で きるようにす る。個 々の測定活動 の実態 を一人 の教師で

は把握 しに くいこと もあ るので,TTを 積極的 に取 り入れ るの も一つの工夫で ある。

(4)検 討 ・修正 につ いて

実測値 と概測値の差 に目を向 け,目 的 に応 じて測 定す ることがで きたか振 り返 る場 と

す る。 また,互 い に工夫 した方法を話 し合 うことによ り,よ りよい測定方法 に気付 くよ

うにす る。 さらに,概 測 の方法を検討 し,量 感を修正す る。

V指 導事例

1単 元名 第3学 年 「長 さ」(本 時3/6)

2本 時の 目標

・ 実測の経 験を基 に,巻 尺 による測定 の仕方について理解 を深 める ことがで きる。

測 る ものの見当 に応 じた計器を選択 し,単 位の取 り方 を考え正確 に測定す ることがで

きる。

3展 開

目

的

の

把

握

概

測

測

定

検

討

課 題 … お 誕 生 列 車 を 作 り ます 。教 室 の壁 の は じか らは じまで 貼 る に は,台 紙 の 長 さ

を どれ だ け に した ら よい で しょ う。

T、 台紙 の 長 さを決 あ る に は,何 を 測 った らよ い で し ょ うか 。

Cl上 の か べ の 長 さ。

C、 上 の方 は,測 れ な いよ。

C3教 室 の た て の長 さを 測 れ ば い い よ。

T2だ い た い の長 さを 予 想 しよ う。(児 童 に 自 由 に概 測 させ る。)

C、 大 ま た1歩 が1mで,そ れ で8歩 だ か ら8mく らい 。

C5両 手 を広 げ る と背 の 高 さ ぐ らいだ か ら(lm30cm)そ の6こ とち ょ っ とだ か

ら8m50cmか な。

C6入 口の 幅 がlmぐ らい なの で,そ れ が7つ ぶ ん くらい だ か ら7mち ょ っ と。

C,前 の 時 間 に測 っ た紙 飛 行 機 とば しと比 べ て10mは な い 感 じだか ら9mか な。

T3測 る道 具 は何 を 使 い ます か 。 選 ん で 測 って み ま しょ う。

C810mの 巻 尺 で 測 って い る子 。(ほ とん どの 児童)

Cg50mの 巻尺 で 測 って い る子 。

C1。1mも の さ しで 測 って い る子 。(途 中で 巻 尺 に取 り替 え る)

T、 測 った長 さを発 表 しま しょ う。(使 った計 器 も発 表 させ る)

C�7m36cm,C,27m38cm5mm,C,,,7m40cm,

準 備 した 計 器

・30cmも の さ し

・1mも の さ し

・10m巻 尺

・50m巻 尺

C117m50cm(人 数 確 認)

T5み ん なで 一 緒 に測 って み ま し ょ う。

(適 切 な計 器 や 測 定 方 法 を 確 認 しなが ら測 る。)

T,7m36cmで した ね 。 予 想 と測 っ た長 さを 比 べ て 気 付 い た こ とを発 表 しよ う。

CIS何 歩 か 数 え て 予 想 した け れ ど,1mく ら いの 違 い だ った。
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Cis入 口の 幅 が 分 か って い たか ら,そ の い くっ分 で 考 え て 近 か った。

CI7両 手 を 広 げ た長 さ は,身 長 と同 じく らい と知 って い た か ら,そ れ を使 って 予

想 した ら近 か った 。

VI研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

(1)目 的 に応 じて測定す る能力 を育て るたあの学習過程を図にする ことによ り,指 導 の視

点が明 らか にな った。

(2)学 習過程の中に意図的に概測活動 を取 り入れ る ことに よって,測 定の 際に,自 分の体

や身近 にあ る物 を使 って,お よその量 を とらえ よ うとす る態度が 見 られるよ うにな って

きた。

2今 後の課題

(1)目 的に応 じて測定 す る意識 を一層高 めることので きる課題 をさ らに開発す る必要があ

る。

(2)目 的に応 じて測定す る能力 を高 めるため に,算 数の他領域,他 教科 との関連 を考えた

指導 を工夫 して い く必要が ある。

3]具 体 的 な操 作 を通 して図 形 の概 念 を深 める指 導 の工 夫

1主 題設定 の理 由

図形の概念獲得 には,具 体的な操作が欠かせない。 それ は操作が定義 ・性 質を発見 した り,

用語や記号の意味を理解 した りす るために重 要なはた らきをす るか らであ る。

ところが児童の実態をみ ると,取 り上 げた具体 的な操作が概AX得 のために十分 にはた ら

いてい ないので はな いか という疑問が生 じる。

例えば,二 等辺三角形の理解を深あ るために定義 に基づ き,底 辺をか き,両 端 の頂点 か ら

等距離の点を結ぶ という作図を指導 したに もかかわ らず,辺 や頂点をず ら し,不 安 定な位置

に しただ けで,二 等辺三角形 と見 ることがで きな くなる児童が少な くない。 また,円 の学習

の後に,二 等辺三 角形を作図す る段 階で,円 の2本 の半径を利用で きない児童 も多 い。

これ らの ことは,具 体 的な操作 の 目的が明確で な く,指 示 に従 った思考の伴わ ない作業や

観察 に終 始す る傾 向があ ることに起因す るので はないか と考えた。

そ こで,本 分科会 では図形の概念 を深 めるたあ には,具 体 的な操作 の在 り方を見直 し,効

果的 な指導法 を工夫す る必要が あると考え,こ の研究主題 を設定 した。

1研 究 のね らい

図形の概念獲得の過程を明 らか に し,そ れぞれの過程 における具体的 な操作の在 り方を考

察 し,具 体的な操作を効果的に位置付けた指導法 を追究 する。
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研究の仮説

図形の定義 ・性質を発見す る操 作や,図 形の定義 ・性質を確かめ る操 作を効果的に取 り入

れた学習を展開すれば,図 形の概 念が深 ま る。

研究の内容

1具 体的な操作 を通 して図形 の概念 を深 める ことにっ いて

(1)「 図形の概念 が深 まること」の とらえ方

図形の概念 を深め るためには,そ の図形の概念の外延 と内包をは っきりさせ ることが

欠 かせない。概 念の外延 とは,例 えば平行 四辺形の概念で言えば,大 きさや位 置,形 状

な どの様 々な平 行四辺形 が含 まれ,そ の概念 に当て はまるものの範 囲(集 合)の ことで

あ る。

それ に対 して,あ る概念の内包 とは,例 え ば平行四辺形の概念 で言えば,2組 の向か

い合 った辺の長 さが等 しい,2組 の向か い合 った辺が平行であ る,2本 の対角線 はそれ

ぞれ真ん中で交わ るな ど,そ の概念に当て はまる ものが共通に もってい る属性(性 質)

の ことであ る。

本分科会で は,下 記の例のよ うに内包 を明 らか に して い く段階(① ～③),そ の内包

か ら外延へ広が る段階(④)を 繰 り返 す ことによ って,そ の図形の概念が深ま って い く

とと らえ た。

(例)第4学 年 「平行四辺 形」

①素地 となる基礎的基本的経験の段 階

いろいろな四角形を作 る。(い くっかの平行 四辺形がで きる)

②物 とことば との対応がつけ られ る段階

四角形を分類す る。(辺 の平行に着 目して 「平行 四辺形 」を命名す る)

③行為の まとあ と して,図 形の性質を抽 出で きる段階

「平行四辺形 」の性質を明 らか にす る。

④概念の意味 内容 を判断 し,そ の意味付 けがで きる段 階

明 らか に な った定 義 や 性 質 に基 づ い て 「平 行 四辺 形 」 を作 る。 そ して 長 方 形 や 正 方

形 も 「平 行 四 辺 形 」 に含 まれ る こ とな ど に気 付 く。

(2)「 図形 の 概 念 が 深 ま る こと」 と 「具 体 的 な 操 作 」 の か か わ り

一 般 の指 導 にお け る ,図 形 の 定 義 ・性 質 を 明 らか に して い く過 程(上 記 の ① ～ ③)や,

明 らか に な っ た 図 形 の 定 義 ・性 質 に基 づ い て 図 形 を 再 構 成 す る過 程(上 記 の ④)で,

「～ しま しょ う。 」 「～ して み る とどん な こ とが 分 か りま す か。 」 とい った指 示 の 形 式

が 多 い こ とに着 目 した。

例 え ば,「 線 対 称 」 の学 習 で は 「折 り紙 を 半 分 に折 って 模様 を か い て み ま しょ う。 」

と指 示 し,「 折 り紙 を 開 いて で き た図 形 を 線 対 称 と い い ます。 」 と指 導 す る。 ま た,

「円 」 の終 末 の指 導 で は模 様 作 りが 行 わ れ る。 そ こで は 「コ ンパ ス を 使 って い ろ い ろ な

模 様 を か きま しょ う。 」 と指 示 して 作 業 させ る。 これ らの 活 動 で は 問題 解 決 型 の学 習 に

な って い な い こ とが 多 い ので あ る。

そ こで,児 童 自 ら図形 の定 義 ・性 質 を明 らか に して い く操 作(本 分 科 会 で は 「発 見 す る
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操 作」 と した)や,児 童 自ら図形 の定義 ・性質を確かめ る操作(本 分科会で は 「確か め

る操作 」 と した)を,学 習過程 の中に効果的 に組み入れれば,図 形 の概念 を深 める こと

がで きるだろ うと考 えた。

2「 概念 を深 める指導 」の工夫

指導 の工失1

発見す る操作 を児童の主体的な活動 とす る

・児童が主体的 に図形の定義 ・性質を発見す ることがで きるよ うに具体的な操作を学

習過程の 中に取 り入れ る。その際,児 童がそれ らの操作を課題解決のための方策 と し

て,明 確 に意識で きるよ う指導 を工夫 すれ ば,そ の操作を通 して図形の概念を深 め る

ことがで きると考えた。

《発見 す る操作 の具 体例》

① 図形の もつ機能 に着 目 した課題

第3学 年 「円」

・ 「よ く転が るタイヤを作 ろ う」 とい う課題で導入
。 コンパス,手 作 り穴 あ き定規,

形写 しな どで,円 をかいて切 り取 る。 「転が るタイヤを作 る」 とい う問題解決の た

めに試行錯誤す る過程で,円 の定義 ・性質を発見 して い く。

②既 習の図形 の定義 ・性質 と関連付 けた課題

第4学 年 「四角形 」

・ 「長方形の一か所 を切 り
,新 しい四角形を作ろ う」 とい う課題で導入。台形,平

行四辺形 を構成す る過程で,も との形が長 方形 だ とい うこ とに着 目 し,台 形や平 行

四辺形の性質を発見 して い く。

指導の工夫2

確かめ る操作 の具体的 な在 り方を明確 にする

・自分が作図 した図形が確かな ものか調 べた り
,明 らかにな った図形の定義や性質 に

基づ いて その図形を再構成で きるような問題 解決型 の学習を展開す る。 この ことによ

って,図 形の概念が深 まると考え た。

《確か ある操作の具体例》

①図形の定義 ・性質を活用 した課題

第3学 年 「円」

・ 「円の半径
,直 径の きまりを使 って模様 を作ろ う」とい う課題で導入。円の半径

と直径の関係 に着 目 し,模 様 作 りをす る中で円の概念が よ り深 まる。

②既習の図形の定義 ・性 質がよ り確かになる課題

第4学 年 「四角形」

・ 「長方形の画用紙 に学 習 した四角形 を使
ってパ ズル作 りを しよう」 という課題 で

導入。長方形 ・台形 ・平行 四辺形 ・ひ し形 な ど,既 習の四角形の定義 ・性質 に基づ

いてパズルを作 る。 この学習 を通 して,四 角形 の定義 ・性質の理解が より確か にな

る。
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3指 導事 例

(1)単 元名 「対称な形」(6年)〔10時 間扱 い 本時1/1⑪ 〕

② 指導の工夫1・2

本分科会で は,下 の表の よ うに概念形成の段階を とらえ,そ の 中に具体的操 作が 図形

の概念獲得 に生 きて働 くよ うに位置付 けた学習計画を立てた。

1

段階

引

分科会提案の具体的な操作 図形の概念形成にかかわる事項↓

研究とのかかわ り

・一部欠けた凧を再生する。 ア 凧を分析的にとらえ,そ の対 ◎児童にとって経験が多 く,

0 (本時) 称性に気付 く。 また遊びにも用いている親

イ 線対称に図形の定義 ・性質に しみ深い 「凧作り」を取 り

かかわる内容を自ら発見する。 上げた。直観的にその形状

の特徴(線 対称)が とらえ

・①の操作の意味を考えながら ウ 線対称な図形の定義をする。 1や す く,結 果や方法の見通
念頭または実際に操作 し,で エ 「対称の軸」 「対応する点 ■ しが もたせやすい。

0 きあがった線対称な図形の特 辺 ・角 」 を知 る。i◎ 「凧 作 り」の 操 作 で は,左

徴を明確にする。 オ 凧以外の 「線対称な図形」に 右の合同な形に着 目した

っいて理解す る。 「写 し取 り」 「折 って 重 ね

る」 「対称軸で回転させ対
　 応する点を見付ける」など

・二つに折 り重ねて対応する点 力 繍 な図形の綴 酬 の活動が予想され,こ の操

辺 ・角 の 大 き さ の相 等 を調 べ

る。

・定 規 や コ ンパ ス,分 度 器 を 用

出 す 。

i鵬 講 黒する操作」

[◎構成螺 に着目して作図し
いて対応す る点 ・辺 ・角の大

きさの相等を調べる。 1磯 脆灘欝
0 ・対応す る点を結んだ直線と対

1る 辺の長さ・角の大きさの
称の軸がどのように交わ って

いるのか調べる。 1灘 享蟹灘 灘
念形成にっながる。

◎①での活動によって,線 対

称な図形を多面的にとらえ

ることができ,② や③の段

階での活動に有効に働 く。

・自分だけの シンボルマークを キ 線対称な図形の定義 ・性質を ◎友達のすばらしい作品と出

作 り,そ の鑑賞会を行う。 用いて形の整った線対称な図形 合 う こ とに よ って,よ り高

・基 本 図 形 につ い て,線 対 称 か を か く こ とが で き,そ の 美 しさ
i

度な線対称な図形をかいて

ど うか 確 か め る。 を 感 じと る こ とが で き る。 みたいという意欲がわ く。

④ ク 既習の基本図形や円 ・正多角 ◎自分のかいたシンボルマー

形を線対称な図形の概念へと広 クが線対称な図形になって

げ る 。 いるか 「確かめる操作」を

通 して,線 対称な図形の概

念が深まる。

(3)本 時 の 目標

・凧 の形 の特 徴 を と らえ ,

・具体 的 な操 作 を通 して ,

線対称 な図形 をか くことが で きる。

線対称 な図形 の性質 に気付 ぐことがで きる。
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(4)展 開(指 導 の 工 夫1)

課

題

の

把

握

計

画

・
実

行

検

討

・

ま

と

め

学 習 活 動

(課題)

もとの凧(一 部破れた凧)の

設計図をかいてみましょう。

Tも との形はどんな形だと思い

ますか。

C左 と右の形が同 じ形になると

思います。

T左 と右 が同 じ形 にな るよ う

に,も との凧の設計図をかい

てみましょう。

C既 習事項,既 有経験を生か し

て凧を再生 しようとする。

具体的な操作活動

☆ 念 頭 操 作 や フ リーハ ン ドで

か く こと に よ り,凧 の 概 形

を と らえ る。

Tど んな方法で凧をかいたのか

発表 しましょう。

Tど の凧 も,左 右 同 じ形にな

っているか確かあてみま しょ

う。

T「 線対称 な図形 」 「対称 の

軸」の定義及び用語を知 らせ

る。

漏

☆中心線を見っけて2っ に折

り重ねたり,左 半分を切っ

たり,写 したりして右半分

の凧をか く。

☆左半分の辺や角の大きさを

調べ,右 半分の凧をか く。

☆垂直二等分線の考えを用い

て,右 半分の凧をか く。

☆用語を使いながら,か いた

順番に操作をさせる。

☆重なり合う点や辺の長さ,

角の大 きさの相等を調べる。

研 究 との か か わ り

◎身の回 りにある具体的なも

のの観察か らの導入ではな

く,「 か く」という操作を

組み入れた。

◎凧という線対称な図形の構

成や操作を通 して,線 対称

な図形の定義 ・性質を児童

自ら発見できるようにする。

(発見する操作)

◎解決方法を比較検討 しなが

ら,自 分が見付けた性質以

外の性質に気付 くようにす

る。

◎それぞれの解決方法でかい

た凧にっいて,実 際に折 っ

て重なるかどうか確かめる。

※ 本事例の よ うに,第1時 に 「発見す る操 作」を組み入れ ると,第2時 以 降,図 形 の構成

要素 に着 目 して折 る,写 す,合 同な どの考 えをは じあ,対 応す る2点 を結ぶ垂 直二等分線

の考えを用 いて図形をかいた り調べた りす るよ うな,児 童が主体 的にかかわ った授業 を組

み立て ることがで きる。 一一一一

V研 究の成果 と課 題

1研 究の成果

(1)問 題 解決型 の学習 を図形指導 に積極的 に取 り入れた ことによ り,児 童自 ら課題 を見 い

出 し,意 欲 的に学習 する姿が 多 く見 られ るよ うにな った。

(2)「 発見す る操作 」や 「確か める操作」を取 り入れた学 習は,明 らか にな った定義 ・性

質 を活用 し,図 形の もっ機能 ・美 しさに目を向けよ うとする児童 を育て るの に有効であ

ることが分か った。

2今 後の課題

(1)学 習 した図形の定義 ・性質を次の学 習 と関連付 けて考え ることがで きる具体 的な操作

を含む問題 解決 型学 習の課題 を開発す る。,
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4 式 を よむ活 動 を重視 した立式指 導 の工夫

1主 題設定 の理 由

今回の学習指導要領で は,児 童が 自ら判断 し,新 しい ものを創 り出 して い く算数学習が強

調 されて いる。式 を立て る場面 は,児 童が 自ら判断をす る大切な場面であ ると考え られ る。

式 を立て る ことは,問 題場面で その問題 を解決す るための見通 しを立て,解 決の方針を表

す ことで あるといえ る。式 に表す ことには,① 問題場面の数量の関係を簡潔 に表現 す ること

がで きる ②式 を基 に して よ り正確 に考察す ることがで きる ③ 形式的に処理 す ることが で

きる ④ 自分の考え を人 に伝え る ことがで きるな どの よさがあ る。 こう した式 のはた らきを

児童が理解 して い くことは,立 式す る力や式を大切に扱お うとす る態度 を養 う上で重 要で あ

る。上記の①～④ にあげた よ うな式のよ さは式 に表す活動だけで はな く,式 をよむ活動 を通

して理解 され ることであ る。 そこで,本 分科会では,分 科会 テーマを 「式 をよむ活動 を重視

した立式指 導の工夫」 と設定 し,具 体的な指導の在 り方にっいて研究す る ことに した。

II研 究のね らい

児童の立式す る力を育てて い くため に,式 をよむ活動を学 習過程 にどのよ うに位 置付 けて

いけば よいかを追究す る。

皿 研究の仮説

問題を解決す る場 において,友 達の立てた式をよんだ り,式 か ら問題 を作 った りす る活動

を取 り入れ ることは,立 式す るカを育て るために効果があ る。

IV研 究の内容

1立 式す るため に,な ぜ 「式をよむ」 ことが大切 なのか

問題 を解決す るとき,児 童は立式 して答えを求 め る。 その際に,児 童 は演算を決定す る。

これまでは,こ のよ うに演算を決定 して立式す る指導 は様 々に行われて きた。 しか しなが

ら,実 態調 査によ ると児童の立 式す る力は十分で あ るとはいえ ない。 そこで本分科会で は,

児童 の立式 す る力 を高あ るたあには従来の指導方法 を改 め,新 たな試みが必要であ ると考

え,「 式 をよむ」 ことを指導 の中に位 置付 ける ことに した。

式 をよむ ことで児童 は式か ら問題 の場面 に戻 り,式 の意味を振 り返 ることがで きる。そ

の指導 を工夫す る ことで,児 童 に とって 次の よ うな効果が期待で きると考えた。

① 立式 の際に決定 した演算 の意 味を見直す ことがで きる。

② 式 は問題の場面 を簡潔 ・明瞭 に表 して いるこ とに気付 く。

③ 式 は人 の思考 を表 した り,思 考 を伝達 した りして いることに気付 く。

この よ うな こ とか ら,式 を よ む こ とで,児

童 が演 算 の 意 味 の理 解 を深 め た り,式 の もっ

よ さに気 付 い た り し,ひ い て は立 式 す る力 を

高 め る こ とが で き るの で は な いか と考 え た。

2「 式 の よ み 」 にっ い て ～文 献 を通 して ～

本 分 科 会 で は,「 小 学 校 指 導 書 算 数 編 」

て,

問 題 の 場 面

立式す る一
←
式をよむ

式

(文 部省)に 述べ られてい る内容を基盤に し

「式の よみ 」を と らえ,そ れぞれ に当て はまる児童の活動を以 下のよ うに考えた。
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そ して,そ の中か ら研究の主題 に迫 るたあ に特 に力を入れ て指導す る活動 を重点項 目と

して選択 した。 さ らに,そ れ らの活動 によ って期待で きる効 果を考 えてみ た。

(… …研究 の重点項 目)

〈式のよみ と児童の活動 〉 〈期待で きる効 果 〉

(ア)式 か らそれに対応す る具体 的な場面 をよむ。

・式を説明す る。r演 算の意味を見直す。

・式 か ら問題 やお話 を作 る。/人 の思考を とらえ る。

(イ)式 の表す事柄や関係 を一般 化 してよむ。

(ウ)藏 欝 鑛 嘉轟 張して発展的によむ.〉蠕 麟 重護 駈 気付く.
・式 に表 された数を拡張 して式を考え る。

・式 に表 された数を拡張 した問題 を作 る。

(エ)式 か ら思考過程を よむ。

・式 に表 され た処理 の手順や考え方を説明す る一一→

(オ)数 直 線 な ど モ デ ル と対 応 して 式 を よむ 。

・モ デ ル を使 って 式 を 説 明 す る。 一 一

人の思考を と らえ る。

思考を表現,伝 達す るはた らき

に気付 く。

3式 のよみを重 視 した指導法 の工夫

〔鑑 嚢贈 瓢 に気付く.

本分科会 では式の よみ を重視 した立式の指導を実践す るに当た り,五 っの指導法の工夫

を考え,以 下のよ うに授 業の中に位置付 ける ことに した。

・口 は本 分 科 会 で 考 え た 「指 導 法 の 工 夫 、*ア ～ オ は 前述 の2の 「式 の よみ 」

(一 般 的な学 習過程)

問題把握

↓

自力解決

(式 の よみ を重視 した学習過 程)

問題把握

提示する課題 を工夫す る。

・数の出て くる順 に式を立てて はいけ

ない課題。

・多様な考え方がで きる課題。

↓

自力解決

(式 の よ み)

・個 々 に立 式 す る。

・自分の式の根拠を表すLL

↓

↓

↓

↓

↓

・個 々 に立 式 す る。

・自分の立て た式を振 り返 る活動 を取

り入れ る。

・モデルを使 った活動を多 く取 り入 れ

L配_
↓

↓

←(オ)
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集団検討 　
・式 と答 え を発 表 す る。1

集団検討

・式と答えを骸 す⊂]

↓

・式 の根 拠 を説 明 す る。

↓

↓

↓

↓

↓

・友達 の式 を説 明す る活動 を取 り入れ

る。
祠 ←(ア)

(オ)

・モデルを使 った活動を多 く取 り入れ一
・同 じ考 え の もの に整 理 し,

練 り上 げ る。

↓

ま とめ

-↓

・同 じ考 え の もの に整 理 し練 り上 げ る

↓

ま とあ

(イ)

←(エ)

(オ)

・本 時 の学 習 を振 り返 る。

・類 題 を 解 く
。

・本 時 の学 習 を 振 り返 る。

・類 題 を 解 く 。

「「商惑 可 あ蕩面を単元の中に多く取匝 ←(ア)

(ウ)

以下 に指導法の工夫 にっ いて詳 しく述べて い く。

(1)友 達 の式 を説 明す る活 動を取 り入れる

友達 の式を説明す ることは,式 をよむ ことが明確 に表 れる活動で ある。 その活動 に

よ って児童 は演 算の意味を見直す ことがで きる。 また,式 は数量の関係を簡潔 に表現

す ることがで き,自 分の考えを人 に伝 え ることがで きるとい ったよ さに気付 くこ とも

期待で きる。

(2)自 分の立て た式を振 り返 る活動を取 り入れ る

どのよ うに考えて式を立て たのかを振 り返 ることは,自 分の考 えの根拠 を明 らかに

した り,考 えの道筋を振 り返 ってみた りす るという点で有効である。 そ こで,自 力解

決の場で,立 て た式の意味 を絵や図 などで表す よ うに促す。

(3)モ デルを使 った活動を多 く取 り入れ る

友達の式を説明 した り,自 分の立てた式を振 り返 るとき,そ の式をモデルに表 して

み ると立式の根拠を考えやす くな った り説明 しやす くなった りす る。例えば,低 学年

などで は,絵 や図,具 体物 の操作 を用 いて式 を説明す るような活動を多 く取 り入れ た

い。 モデル と して は,絵 や図,テ ープ図,ア レイ図,線 分図,面 積図,数 直線 な どが

考え られ る。

(4)問 題作 りの場面 を単元 の中に多 く取 り入れ る

式か らその式 にな るよ うな問題 やお話 を作 ることは,演 算の意味 を深 く理解す るこ

とにっ なが る。 また,式 は具体 的な場面 を簡潔,明 瞭 に表 して いることに気付 くこと

も期待で きる。

(5)提 示す る課題 を工夫す る

① 数の 出て くる順 に式 を立てて はいけない課題を提示す る。
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課 題 が 提 示 され た と き,出 て く る数 の 順 に誤 って 立 式 して しま う児童 が い る と い

う実 態 が あ る。 そ こで,意 図 的 に 出 て くる数 の 順 に立 式 す る こ とが で きな い課 題 を

提 示 し,意 識 化 を 図 る。

② 多 様 な考 え 方 が で き る課 題 を 提 示 す る

様 々 な立 式 が 可 能 な課 題 を 提 示 す る こ とで,児 童 か ら は様 々な 考 え に基 づ い た式

が 出て くる。 様 々な式 が 出て くる こ とで,友 達 の それ ぞ れ の 思 考過 程 を と らえ よ う

とす る授 業 が 可 能 に な る。

4手 旨導 事 例

(1)単 元 名 「か け算 一2」(2年)(全13時 間扱 い 本 時5/13)

(2)本 時 の 目標

・問題 場 面 を 図 や式 に表 した り,式 か らお 話 を 作 った りす る こ とが で き る。

(3)展 開

主 な 発 問 と 児 童 の 反 応

(課 題)ト マ トが5つ の ざ る に3こ ず つ 入 って い ます 。

トマ トは,ぜ んぶ で 口 こあ ります 。

(自 力 解 決)T.こ の お 話 を絵 にか いて 式 と答 え を 求 め

ま しょ う。

ci.

C2.

聯 鞭 ㈱ 鞭 欝
3×5=15答 え15こ

轍 く鞭 纒 購)(避
5×3=15答 え15こ

(集 団 検 討)T.こ の お話 を絵 に表 す とど うな ります か 。

c・ 轡(膨 鰯 》(瀞 欝
T.自 分 の 立 て た 式 を 発表 しま しょ う。

C1.3×5=15答 え15こ

C2.5×3=15答 え15こ

T.友 達 の 式 を 説 明 しま しょ う。

C.Clの 式 は3の か た ま りが5っ あ る とい う こ とで す 。

C.C1の 式 は3を5回 た す とい う こ とで す。

T.で はC2の5×3=15の 式 は どん な絵 に な ります か 。

c.鑛 鐙 鑛
T.5×3と3×5の 絵 は 同 じで す か 。

C.ざ るの数 や1つ の ざ るに入 って い る トマ トの 数 が 違 う。

C.5×3は5の か た ま りが3っ だ け ど,3×5は3の か

た ま りが5っ で す。

C.5×3と3×5は 答 え は 同 じだ け ど絵 や お 話 が 違 う。

★指導法の工夫

☆式 をよんでい る児童の姿

★数の 出て くる順 に立式 して

はいけない課題を提示す る。

★課題 を児童が十分 に把握で

きるよ うにす るたあ に,図

をかいてか ら立式 させた。

また立式で きた ら図の通 り

に式 を立てて いるかを確か

あるよ うに した。

★ 友達 の 式 を説 明 す る活 動

☆ モ デ ル を使 って 友達 の 式 を

説 明 す る。

*話 し合 い に よ り

3十3十3十3十3=15,5十5十5=15の

累 加 の 式 は,そ れ ぞ れC1,

C2の 式 に ま と め る。
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T.今 日の お 話 は3×5=15に な りま す ね。

(ま とめ)T・3×5=15に な るよ うな お言舌を作 りま し!☆ 問 題 作 りの 活 動

よ つ。i★ 演 算 の 意 味 を 考 え なが らお

T.お 話 を発 表 しま しょ う。 話 を 作 って いた 。

c・「磁 幽 忽 遡 雌
えん ぴ っが3本 ず っ5つ の えん ぴ つ たて に入 って い ま

す 。 え ん ぴ つ はぜ ん ぶ で15本 あ ります 。

3×5=1答 え15本

3×5の い ろ い ろ なお 話 が で き ま したね 。

V研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

ci)モ デ ルを使 った説明を多 く取 り入れ ることによ り,児 童はモデルを積極的に活用す る

ようにな り,モ デル を通 して演算の意味の理解を深め ることがで きた。

(2)友 達 の式 をよむ ことによ って,友 達の考え方を知ろ うとい う姿勢が見 られた。

(3)問 題作 りをす る活動の 中で,演 算決定の根拠 とな る言葉 に着 目す ることがで きた り,

演算の意 味の理解 を深 あた りす るこ とがで きた。

2今 後の課題

児童が主体的 に,モ デル と式 と問題の場面の三っを思考の中でっなげ ることが十分では

なか った。今後 この三 っをっなげて い く指導の在 り方を考え る必要があ る。

[5]自 ら考 え意欲 的 に取 り組 む児童 の育成 を 目指 した

電 卓 ・コ ン ピ ュ ー タ の 活 用

1主 題設定 の理 由

電卓 は,今 や家庭 に数台 とも一人 に一台 と も言え るほど普及 してお り,い つで も児童の手

の届 くところにある。 また,コ ンピュータは,ゲ ーム等を通 して ほとん どの児童の 日常生活

の中に定着 してい る。学校 において も,児 童のための教育機器 と しての活用が期待 され,導

入され つつ ある。 この よ うに児童 に身近で関心の高 い電卓 ・コンピュー タを活用可能 な場 面

で授業 に積極 的に取 り入れ ることによ り学習効果を上げ ることがで きると考え る。

一方,算 数科 の授業 は,児 童 に とって解決の必要感のあ る課題を 日常事象の 中か ら取 り上

げ,一 人一 人が意欲 を もって主体 的に自力解決がで きるようにす ることが大切であ る。学 ぶ

ことの楽 しさや成就感 を味わい,自 ら学ぶ意欲を育て ることがで きるよ うにす るため,電 卓

や コンビ纂一 タを有効 に用い ることので きる場面や学習形態を工夫す ることが必要であ ると

考え,本 主題 を設定 した。

II研 究 のね らい

1電 卓 ・コンピュータの活 用のね らいを明確 にす る。

2電 卓 ・コンピュータを活用す ることがで きる学習形態や利用場面を明 らかにす る。

3実 践授業 を通 して,電 卓 ・コンピュータを活用 した指導 の在 り方を探 る。

皿 研究の仮説
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課題を工夫 し,自 力解決を支え る道具 と して電卓 ・コンピュータを活用すれば,自 ら考え

意欲的に取 り組む児童が育っ。

IV研 究の内容

1.電 卓

(1)ね らい

電卓 の活用によ り複雑な計 算の負担 を軽減 し,生 み 出された時間を数学的な考え方 の育成

に充て ることがで きる。 さらに,電 卓 の様 々な機能を活用す ることによ り柔軟で 多様 な授 業

の展 開が可能 とな る。また,計 算 が苦手 な児童 の抵抗感をやわ らげ,学 習意欲 の持続 に役 立

て ることがで きる。

(2)活 用

① 計 算の学 習を主体 的に進 める能力 や態度を育て る

計 算結 果を電卓 を使 って 自分で確 かめる ことによ り,自 分の計算の正 しい ことが分 か った

り,誤 りやすい ところに気付 いた りす ることがで きる。

② 立 式の力を育て る

立式 後複雑な計 算を しなけれ ばな らない とき,計 算を電卓です ることによ り,立 式 その も

のに注 意を向け ることがで きる。 また,立 式の練習 をす ることが容易にな る。

③ 問題を リアルに し,興 味 ・関心を高め る

児童の身の回 りのデ ータを使 うと複雑な数値 になるが,計 算を電卓です ることによ り,生

のデー タを その まま利用で きる。 そのため,問 題 が リアルになる。

④ 図形の求積公式につ いての理 解を深 あ る

自分で測 って計算す ることがで きるので,ど この長 さを測 った らよいか考えた り,そ の必

要な長 さを用いて求 積のための立 式を行 った りす ることを中心のね らい とす ることが で きる。

⑤ 統 計的な考え方 を育て る

統計 資料を計算処理す る場合 に電卓を用 いる と時間の節約がで きる。そ こで生み出され た

時間を結論の考察や処理方法の考察に充てる ことがで きる。 また,児 童の身の回 りのデー タ

を使 うこと もで きる。

⑥ 帰 納的な考え方を深あ る

帰納的 に結論を導 く場合,数 多 くのデー タについて計算処理 し一般化す ることがで きる。

また,帰 納 した結果が正 しいか どうか確かめ ることが容易 になる。

⑦ 試行錯誤や実験等の活動が容易 にな る

試行錯誤 しなが ら法則を見付け るときや,実 験を してた くさんの データを集めた とき,短

時間 に計算処理で きるので,そ れ らの活動を積 極的に行 うよ うになる。

⑧ 数のパ ター ン等のお もしろさが発見で きる

電卓を使 うと計算が面倒で な くな るので,ル ールを発見 しやす い。数の不思議やお もしろ

さを味わ い,数 に親 しむ多様 な問題 に取 り組む ことが可能 になる。

※使用 に際 して は,押 し間違え による誤 り等を防 ぐため,概 算を して計算の見積 りを してか

ら使 うよ う指導す る。 また,電 卓を使 うか どうか判断 させ ることによ り,電 卓の適切な使 い

方が身 に付 くよ うにす る。,
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2.コ ン ピュー タ

(1)ね らい

個 々の 児 童 の 習 熟 度,学 習 ス タ イ ル,学 習 意 欲,興 味 ・関 心 な ど 個 に応 じた指 導 の 充実 を

図 るた め に,コ ン ピ ュー タを活 用 す る。

(2>活 用 例(柱 状 グ ラ フ6年 利 用 ソフ ト 「す ぐ使 え る教 材 集1」)

① 活 用 の め あ て

児 童 が 自 ら作 成 した グ ラ フ を,よ り見 や す い グ ラ フ に書 き換 え よ う と思 って も,手 書 きで

グ ラ フを作 成 して い る と,修 正 が大 変 な た め意 欲 を もて な い児 童 が 多 い。 コ ン ピュー タを 活

用 す る と,グ ラ フ の修 正が 瞬 時 に 行 え るた め に,最 も適 した グ ラ フを 自 ら作 り 出す こ とが で

きる。 児 童 が 試 行 錯 誤 しなが ら 自分 の考 え に合 った階 級 幅 を見 付 け る こ とが で き るな ど,自

分 が表 現 した い 内 容 を 的確 に 表 す グラ フ を作 る道 具 と して,コ ン ピュ ー タを 活 用 す る。

② 授業 の概 略 資料 のち らば りの様子 が分か るよ うなクラフの表 し方 にっ いて考え よ う。

ソ フ トを 立 ち上 げ 「柱 状 グ ラ フ」 を 選択 し,児 童 の収 集 した デ ー タ(男 子 走 り幅 跳 び)を

入 力 す る。 入 力 が 終 わ った と こ ろで,「 柱 状 グ ラ フ作 成 」 を選 択 す る と 自動 的 に グラ フが 作

成(グ ラ フ1)さ れ る。 そ こで,自 分 の 考 え で い ちば ん ち らば りが 分 か りや す い よ うに階 級

幅 や初 期 値 を設 定 し(グ ラ フ2.3)グ ラ フか ら読 み 取 れ る こ とを 発 表 す る。
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児童 は,見 た 目の 美 しさだ けで な く 「階 級 幅 に よ って,ち らば りの 様 子 が 全 然違 う こ とが

分 か った」 とグ ラ フ を作 成 す る意 味 も と らえ る こ とが で き た。

(3)活 用 例2(ま とめ:数 と計 算6年 利 用 ソフ ト 「す ぐ使 え る教材 集1」)

① 活 用 の め あて

コ ン ピ ュー タを 活 用 す る と,並 び方 の規 則 性 を 自 ら操 作 しなが ら考 え る こ とが で き る。

O 授業の概略

「絵 になる数」

100や1000で は,ど ん な絵 に な るか 予 想 しよ う。

と い う言 葉 の あ とに,数 を1っ 入 力 す る と,画 面 に 絵 が 表 示 され る。 入 力

す る数 と絵 の 間 に は規 則 性 が あ り,今 回 は入 力 した数 を4で 割 った 余 り と4種 類 の絵 を 対応

させ て あ る。(余 り1… …猫,余 り2… …犬,余 り3… … 兎,余 り0… … トラ ック)

数 字 が あ る絵 に対 応 して い る こ とに気 付 い た あ と,100や1000な らどの よ うな 絵 が

出て くるの か 予 想 し,さ らに絵 の 並 び方 の 規 則 性 を 考 え る。 コ ンピ ュー タを使 う こ とで,無

作 為 に数 字 を 入 力 して いた 児 童 が,規 則 性 を 発 見 す るた め に意 図 的 に 数字 を 入力 す る こ とに

気 付 い た り,友 達 の 問 題(数)を 言 って 絵 を 当て る クイ ズ に勝 っ た め の 方 法 を考 え た りす る

な ど意 欲 的 に学 習 して い た。

一22一



V

1
。

2

実践事例(電 卓の活用)

単元名 「拡大図 と縮 図」(6年)

本時 におけ る電卓活用のね らい

本時 は縮尺を利用 して児童の家 か ら学校 までの道の りを求 める学 習をす る。 その 際に以

下のよ うな ことが考え られ る。

ア.地 図の長 さを測 るので,そ の値が小数 になる可能性が大 きい。

イ.家 か ら学校 までの道 が直線 ではないので複数の直線の和を求 めなければ な らない。

ウ.縮 尺倍 す るために4桁 の数 をかけるので数値が大 き くな る。 また,発 展 と して1年

間,6年 間に歩 く道 の りを求 める ことなどが容易 にな る。

そ こで,前 述(IV-1)の ② と③ に当たる電卓の活用を考えた。

3.本 時の指導

① 本時の 目標

・縮尺 を用いて身近 な場所 の実 際の長 さを進んで求め ようとす る
。 【関心 ・意欲 ・態度】

・縮 図の性質 を利用 して,地 図上の長 さか ら実際の長 さを求 めるこ とがで きる。

【数学的 な考え方】

・縮尺 に関す る計算がで きる
。 【表現 ・処理】

・縮 図を利用 した測定の仕方が分か る
。 【知識 ・理解】

② 本 時の展 開

教師の発問や予想 される児童の反応1指 導 上 の 留 意 点

課
T
う弊 から学校までの道のりを求めてみよ1騰 羅 欝 野

題 家 か ら 学 校 ま で の 道 の り を 求 あ よ う

把 T.ま ず,ワ ー クシー トに予想を書 いてみ よ う。 ・自分 なりに予想 を立て させ る。

C.各 自 予 想 を 立 て,ワ ー ク シ ー トに 書 く。
・生活体験としての量感を意識で

握 きるよ うにす る。

T.こ の地図を使 って求 めてみ ま しょう。 ・学区の地図 を配付す る。

T.求 め方 にっいて質問はあ りませんか。 ・条件不足の問題を与えることに

C1.定 規を使 って もいいです か。 より,縮 尺を十分意識できるよ

C2.何 を使 って もいいですか。 うにす る。

解 C3.縮 尺が分か りません。 ・縮尺を板書す る。

決 (予想 される児童の活動)
の C4.自 分の家か ら学校の門までの道に沿って直 ・机 間指導を行 う。

計 線 を引 き,地 図上の長 さを求あ る。 ・計算には電卓を使用 してもよい

画 C5.ひ もを使 って,地 図上の長 さを求 める。 こととす る。
● C6.定 規 を当てて地図上の長 さを測 る。 ・ワ ー ク シー トに や り方 ・式 と 答

実 (やり方①)曲 が り角ごとに地図上の長さを縮尺 えなどを記入させる。

行 倍 して,そ の和を計算す る。

(やり方②)地 図上の全体の道のりの和を求あ,
縮尺倍を計算する。

C7.友 達 の作業 を手伝 いなが ら,や り方を振 り ・グループ内で求めた数値を友達

返 る 。 の もの と比べ させ る。
一

T.自 分の答えを発表 しま しょう。

検 C8.定 規を曲が り角 ごとに当てて,そ の長 さを

討 ノー トに記録 して和を求 め,縮 尺倍 する。
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C9.ひ もと画 び ょうを使 って,曲 が り角 ごとに

ひ もを張 り,ひ も全体の長 さを求 あ,縮 尺倍

す る。
C10.道 に沿 って線を引 き,そ の部分線 ご との長

さを縮尺倍す る。

Cll.道 に沿 って線を引 き,そ の長 さの和を求め

てか ら縮尺倍す る。

C12.100mが 何cmに な るか求 あてか ら,縮 尺

を利用 して求め る。
T.共 通 して いる考え方は何です か。

C13.言 葉の式で表 してみ ると,

(地図上の長 さ)×(縮 尺倍)=(実 際の長 さ)
です。

T.い ろいろなや り方で実際の長 さを地図か ら求

めるこ とがで きま したね。

・測定誤 差にっ いて は,求 めた数
値 はおよその数であ ることを押

さえたい。

《評価》縮尺を利用 して実 際の長
さを求 あることがで きたかを ワ
ー クシー トを チェ ック し

,評 価
をす る。

T.発 展学習を しま しょう。
「6年 間で どの くらい歩 くことにな りますか」
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C14.そ れぞれの道の りを もとに計算,発 表す る。 を基 に求 あさせ る。

T.ワ ー クシー トに感想などを書 きま しょう。

4.授 業 を終 えて

児童の感想を読む と,普 段の生活か らの予想なので 「こんなに歩 いて いるなんて 」で ある

とか 「思 ったよ り短 か った」などの実感を伴 った ものが多か った。 それ と同時 に,「 本 当の

長 さを測 ってみ たい」 「○○ さんの家 までの道の りを測 りたい」 「校庭の面積を縮尺を使 っ

て調べたい」な ど,今 後の学習 や生活 につ なが る内容の ものであ った。

計算部分での電卓使用 に関 しては,地 図上 にお ける道の りを求 める ことがで きた児童 はす

ばや く計算をす ることがで きたので,各 自が① や り方を振 り返 る② 友達 の作業 を手伝 う③考

えを まとめ る,と い う活動時間を確保 で きた。

VI成 果 と今後の課題

1.研 究の成果

(1)電 卓 を学習の支援の道具 と して活用す ることによ り,児 童 は,計 算をす る際に生 じるつ

まず きや抵抗感 をな くし,課 題 その ものに対 して意識 を集中す ることがで きた。そ して,

その ことによって,解 決の見通 しを立てた り自力 による解決 を試みた りす る児童が増 えた。

また,操 作の ミスによる誤答を避け るために,求 める値の検討をつけてか ら機器を活用す

る児童の姿 も見 られ た。

(2)コ ンピュータを学習の支援の道具 と して活用す ることによ り,黒 板 ・OHPで は表現 し

に くいグラフや 図形 を見 た り,児 童 自 らグラフや図形 を操作 したりす ることで,児 童が意

欲 的に学習す る姿が見 られ た。

(3)日 常事象 を数理 的に処理す る ことを課題 と した,電 卓 ・コンピュータを活用 した授業を

行 うことによ り,身 近 な事柄 を,自 らの課題 とす ることがで きた。 また,実 際の数値を使

うことによ って,意 欲 の高ま りも見 られ た。

2.今 後 の課題

児童が 自 ら考 え意欲 的に取 り組 む電卓 ・コ ンピュータの活用にっいて,単 元全体を通 した

構成 を工夫 し,目 標 を分析 して,さ らに適切 な活用場面 を設定 して い く。
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